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令和８年10月20日
福 岡 管 区 気 象 台
地 震 火 山 課

～ 定例記者会 ～

九州・山口県の地震活動
 （2026年９月１日～10月15日）
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今回のポイント

 「令和８年熊本地震」

• 地震の発生数は平常時と比べて多い状態が継続
しているが、大局的には緩やかに減少。
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その他の地震活動

• 福岡県内では目立った活動は無し
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九州・山口県の地震活動（2026年９月１日～10月15日）

震央分布図
（2026年９月１日～10月15日、深さ０～300km、M≧0.0 ）

図中の吹き出しはM≧4.0または九州・山口県で震度３以上
ただし、吹き出し内の最大震度は九州・山口県以外の場合も含む

【活動概況】
＜M4.0以上の地震＞ 16回
９月：15回、10月（15日まで）：１回

＜最大規模の地震＞

９月22日19時46分

トカラ列島近海 M5.2 最大震度１

＜震度３以上を観測した地震＞11回

「令和８年熊本地震」

９月16日06時09分 M4.0 最大震度４

９月26日10時31分 M4.6 最大震度４

他５回

９月19日21時07分

天草灘 M4.5 最大震度３

９月20日16時28分

奄美大島近海 M5.0 最大震度３

９月21日22時38分

日向灘 M4.8 最大震度３

10月２日04時05分

トカラ列島近海 M3.3 最大震度３
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「令和８年熊本地震」
～防災上の留意事項と今後の見通し～

今回のポイント 

 平常時より地震発生数の多い状態は当分続く。

 最大震度５弱程度以上の地震が発生する可能性は低くなっており、
その発生頻度は１ヶ月に１回程度の発生に相当する状況を下回っ
ている。

 揺れが強かった地域を含め、日本国内では、いつどこで規模の大
きな地震が発生してもおかしくないので、日頃からの地震・津波へ
の備えを。
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震央分布図
（2000年10月１日～2026年10月18日、M≧2.0、深さ０～20km）

2016年４月14日21時以降の地震を水色○で表示
2026年７月28日16時以降の地震を赤色○で表示

青、緑、茶色の線は、地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す 5領域ａ内の地震活動経過図及び回数積算図

ａ

今回の地震活動の
最大規模の地震

布田川断層帯

日奈久断層帯

７月

（2026年７月28日16時～10月18日24時、M≧1.0、
地震活動経過図のみ）

「平成28年（2016年）
熊本地震」発生

「令和８年
熊本地震」発生

８月

「平成28年（2016年）熊本地震」の
最大規模の地震

９月

９月以降の
最大規模の地震

「令和８年熊本地震」
～地震活動の状況～

 地震の発生数は平常時と比べて多い状態が継続しているが、大局的には緩やかに減少。
 ９月以降の最大規模の地震は、９月26日10時31分に発生したM4.6の地震（深さ８㎞）で、

熊本県の熊本市、嘉島町、益城町、西原村で震度４を観測。
 今回の地震活動域の周辺では、「平成28年（2016年）熊本地震」が発生。

10月
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 ７月28日16時から10月20日09時までに震度１以上を観測した地震が860回（震度７：１回、
震度５弱：５回、震度４：25回、震度３：76回、震度２：208回、震度１：545回）発生。
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「令和８年熊本地震」
～震度１以上を観測した地震の状況～

【最大震度別・期間別地震回数表】
（７月28日16時～10月20日09時）

【日別地震回数グラフ】

（日）

（回）

７月

※掲載している地震回数は速報値であり、後日の調査で変更になることがある。
 10月20日は09時までの回数。

８月 ９月 10月

震度
１

震度
２

震度
３

震度
４

震度
５弱

震度
５強

震度
６弱

震度
６強

震度
７

合計 累計

7 28～31 244 119 49 17 4 0 0 0 1 434 434

1～10 120 30 9 5 1 0 0 0 0 165 599

11～20 63 17 11 1 0 0 0 0 0 92 691

21～31 33 9 2 0 0 0 0 0 0 44 735

1～10 22 8 1 0 0 0 0 0 0 31 766

11～20 18 5 1 1 0 0 0 0 0 25 791

21～30 14 6 2 1 0 0 0 0 0 23 814

1～10 19 9 1 0 0 0 0 0 0 29 843

11～20 12 5 0 0 0 0 0 0 0 17 860

545 208 76 25 5 0 0 0 1合計 860

月 日

最大震度別回数
震度１以上を
観測した回数
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福岡県内で震度１以上を観測した地震
９月：３回（左図領域外２回を含む）
10月（15日まで）：０回

［県内の市町村震度］
９月19日21時07分 天草灘 M4.5
震度１：久留米市

９月21日22時38分 日向灘 M4.8
震度１：久留米市

９月26日10時31分 熊本県熊本地方 M4.6
震度２：久留米市、みやま市
震度１：飯塚市、嘉麻市、大牟田市、柳川市、

 八女市、みやこ町、大刀洗町、大木町、
 筑前町、赤村、東峰村

震央分布図
（2026年９月１日～10月15日、深さ０～30km、M≧0.0 ）

図中の吹き出しは、福岡県で震度１以上を観測した地震
図中の茶線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層帯を示す

福岡県

熊本県

佐賀県

大分県

福岡県の地震活動
（2026年９月１日～10月15日）

山口県

長崎県

その他の地震活動
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月＼最大震度 合計 震度１ 震度２ 震度３ 震度４
震度
５弱

震度
５強

震度
６弱

震度
６強

震度７

2026年４月 25 16 ８ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０

５月 23 13 ６ ３ ０ ０ １ ０ ０ ０

６月 24 20 ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

７月 468 269 122 54 18 ４ ０ ０ ０ １

８月 327 235 61 23 ７ １ ０ ０ ０ ０

９月 98 68 21 ７ ２ ０ ０ ０ ０ ０

10月 53 38 13 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０

九州・山口県で震度１以上を観測した地震の回数

※１
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※１ 表中の最大震度は九州及び山口県内で観測された最大の震度を示す。
※２ 2026年10月15日までの地震回数を示す。

※２
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